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➀ 生活アンケート・いじめアンケート・いじめ防止対策委員会はいじめの早期発見・早期対応に有効に働いている。

② 不登校対策委員会を中心とした、未然防止・早期発見・早期対応の各取組は、きめ細やかで継続的な支援となり、

効果的に機能している。

③ 教育相談は、回数、時期、内容等適切であった。

④ 生徒を理解できている。（生徒を認めている。）

⑤ 生徒と信頼関係が築けている。（生徒が悩んだり困っているときに話を聞いたり、支援できている。）

⑥ Q-Uアンケートの実施及び分析は、いじめや不登校などの予防と対策や生徒一人ひとりに適切な対応を図るために

有効に働いている。

⑦ 特別な支援が必要な生徒の個別の指導計画・個別の教育支援計画の作成・更新や共通理解は、計画的・組織的に

取り組まれている。

⑧ 校内委員会を中心にした共通理解の場は、特別な支援が必要な生徒への適切な学習支援・生活支援に有効に働

いている。

⑨ 教師は、日常の健康観察を確実に行い、養護教諭と連携しながら生徒の心身の異常を見逃さないように気を付け

ている。

⑩ 教師は、事件・事故に巻き込まれないように、機会をとらえて繰り返し安全学習・安全指導を行っている。

⑪ 教師は、給食時間の過ごし方、準備、片付け、食事のマナー等の指導を徹底し、定着させている。

⑫ 教師は、残菜０をめざして、指導している。

⑬ 生徒は、自分の健康のためにいろいろな食べ物を好き嫌いせずに食べることができる。

⑭ 生徒は、体育の授業や部活動でからだを動かし、鍛え、体力が向上している。

学校評価 ２学期末 教員アンケート集計結果 ３健やかなからだの育成 4
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